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1. はじめに 

農業用ため池は，農業用水のための灌漑施設として西日本を中心に約 16 万カ所分布
している．近年，農業用水としての利用減や管理組織の弱体化によって管理放棄され

るため池が増加し，老朽化したため池の決壊・被災が頻発している．平成 30 年 7 月豪
雨により小規模なため池でも甚大な被害が生じたことから，防災重点ため池の見直し

と再選定が行われ，ため池の統廃合や改修補強対策など維持管理の方針が検討されて

いる(農林水産省 2018，広島県 2019)．これらの検討では，主に防災上のリスクおよび
水利用状況を基準としている．しかし，ため池は本来の目的である利水機能に加え，親

水機能，生物多様性維持，地域の文化・伝統などの多面的機能を有しており，これらの

視点を加えた価値評価が望まれる． 

これまでため池の生物や生態環境に関して多くの先行研究が報告されている (角田
2017，Marsh & Trenham2001)．ため池を利用する生物にとって周辺環境の多様さや水域
の連続性は生息に重要な要因であり，多数のため池の分布や密集は生態系機能に効果

的な影響を与えるとされる．小規模なため池の網羅的な価値評価には，これらを考慮

し広域的な地域で適用可能な評価手法が求められる．GIS ベースの生態系サービス評
価ツール InVEST (Integrated Valuation of Ecosystem Services and Trade-offs)の Habitat 
quality モデルは人間活動を脅威として生息地の質という生態系サービスを評価するモ
デルであり，世界中で活用されているが，日本のような二次的自然であるため池を正

の影響ととらえ，その特異的な環境に適用した例はない．そこで本研究では，InVEST
を応用し，ため池の生態系保全機能の評価手法の提案と指標化を目的とした．  
2. 方法 

愛媛県西条市のため池群(103 カ所)を評価対象とした．ため池による生息環境の連続
性や多様性が生物多様性の維持に寄与するという考え(浜島ら 2001)に基づき，以下の
ように指標化した．評価の対象は，水辺の豊かさと連続性が生息に必要な環境要因と

される両生類(浜島ら 2001, Marsh & Trenham2001)とした．  
InVEST の Habitat quality モデルは，土地利用図および脅威 r とその軽減(保護地域 βx)

を表す各 GIS データおよびパラメータをもとにモデル式で生息地指数が算出される．
土地利用図には，ため池シェイプファイルを作成し，国土数値情報の土地利用細分メ
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ッシュデータ (ラスタ版 )と重ね合わせることでベースとなる土地利用図を作成した．
InVEST の，脅威の重みや影響程度などのパラメータは， InVEST3.8.9. User’s Guide., 
Liang and Liu (2017) および Mushet et al. (2014) や両生類とその生息地に関する知見を
参考に設定した．ため池の正の影響としてあらわすため，保護地域 βxを援用し，ため

池から 300m の範囲でその効果が線形に減衰すると仮定した．これまでの知見からため
池を利用する両生類にとって，ため池の周辺環境も生息に重要な要因であることより，

各々のため池の生息地としての価値は 500m までの周辺環境の影響も評価すべきと考

えた．したがって，ため池とその周囲 500m 圏内の生息地指数(quality score)を合計した
ものを，そのため池の生息地の質 (Q 値) と定義した．  
3. 結果・考察 

Fig. 1 に，ため池を利用する両生
類を対象とした生息地指数の分布

を示す．値が高いほど生息地の質が

高いことを表し，脅威とした建物や

道路に近いほど生息地の質が低く，

ため池との距離に近いほど生息地

の質が高い．地図化によって景観の

構成・配置を認知でき，対象種にと

っての景観内での生息適地や脅威，

ため池の周辺環境や生息地の連続

性を空間的に把握できた．また，様々な土地利用がモザイク状に混在する場所では，た

め池が水域を求める生物の生息地として大きな役割をもつことが示唆された．  
Fig. 2 は Q 値の上・中・下位別のため池の

空間分布を示している．上位のため池では

特に環境面に配慮した管理の必要性がある

と考えられる．Fig. 2 より対象地域では，特
に Q 値が高い上位のため池は，ある地域に
密集して存在していることがわかった．  
4. 今後の展望  
ため池の生態環境価値の可視化により景

観における生息地の連続性を理解すること

や，Q値の高い複数のため池群の地域を一体
として管理を集約化することは，近年のた

め池の管理組織の弱体化（管理者の減少や統合）や環境面での管理の負担（コスト・人

手）という問題に対して重要であると考えられる．今後は，本研究で提案したため池の

生態系保全機能の評価手法の検証を行う予定である．  
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Fig.2  Q 値の位別のため池の空間分布  

Spatial distribution of ponds by Q value position 

 
Fig.1  両生類の生息地指数の空間分布  

Map of amphibian habitat quality score 
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